
パネルディスカッション２

医療安全を支える専門職の持続可能性を問い直す
―変化する現場とキャリアの再設計―

医療安全を支えてきた経験や実践知を、
これからの人材育成と次世代への継承にどうつなげていくか?

医師・看護師の視点から、医療安全管理者の専門性とキャリア形成と継承を考えます。

医療安全管理者は「一時的な役割」か、育成されるべき「専門職」か？！

座 長    嶋森 好子 日本臨床看護マネジメント学会理事長・岩手医科大学名誉教授
パネリスト 甲斐由紀子 元 宮崎大学医学部附属病院
パネリスト 辰巳 陽一 徳洲会グループ 医療安全管理部門、近畿大学医学部・近畿大学病院
パネリスト 長尾 能雅 名古屋大学病院患者安全推進部
座長・パネリスト荒井 有美 北里大学病院医療安全推進室

日時： 2026年11月7日（土） 9:00～10:30 会場： 第2会場 (アクリエひめじ 2F 中ホール）
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